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委員長 　浦辺　信一　　（開発建設部長）

副委員長　根木　貴史　　（港湾空港指導官）
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（代理出席　田港朝之施設整備係長）
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（別　紙）

○審査対象案件

１．一般競争入札　総合評価落札方式【簡易型】

１） 那覇港湾・空港整備事務所金属屋根・外階段改修工事

２） 那覇港浦添宿舎排水管改修工事

３） 那覇港港川宿舎耐震補強工事

４） 石垣港（新港地区）水中土砂処分場築造工事

５） 石垣港（新港地区）水中土砂処分場築造工事（第２次）

６） 平良港(本港地区)防波堤(下崎北)(第二)被覆ブロック工事

７） 平良港(本港地区)防波堤(下崎北)(第二)被覆ブロック工事(第２次）

２．一般競争入札　総合評価落札方式【標準Ⅱ型】

１） 石垣港（新港地区）防波堤（外）築造工事

２） 平良港（漲水地区）岸壁（-7.5m）改良工事

○抽出審議

１）

○ ・ 港湾工事の特殊条件（海象条件等）や他事例を総合的に判断して、
適切な工事規模を設定している。

○ ・ 提案項目毎に３点減じる。但し、減点の上限は１０点とする。（入札説
明書に記載している）

○ ・ ２社とも再認定を受けており要件を満たしている。

○ ・ ２社の配置予定技術者の工事経験が、県外の施工実績や担当技術
者で申請しているため、低い評価となっている。

○ ・ 応募する社の公平を期するため、入札説明書で複数提案の場合は
評価しないと明記している。

○ ・ 過去に評価された項目についても、昨今の普及状況や各現場状況を
判断して対応していきたい。

施工計画の提案において、最近では一般的な施工と判断でき
るような提案項目も含まれているが、今後は見直す必要がある
のではないか。

施工計画の提案内容を満たす施工が行われない場合、提案
毎に工事成績点を減じるのか。

回　　　　　　　　　答意見・質問

石垣港（新港地区）防波堤（外）築造工事

競争参加資格要件の会社更生法に基づき更正手続きの申し
立てについて、２社申し立て有りとなっているが、再認定を受け
た者であるのか。

競争参加資格要件の施工実績を求める場合、数量規定の根
拠は何に基づいているのか。

配置予定技術者の能力について、２社の技術者の施工経験の
評価が低いがどうしてか。

施工計画の提案において、課題に対する提案項目の中で複数
提案されているもので効果が発揮されれば、評価をしても良い
のではないか。


